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御嵩宿
中山道美濃路出最初に朱印状が下付された

（細久手宿より3里）

町並みは4町56間，東より上町、上本町、本町と続く
宿場町としてでなく古代より東濃の中心地として
また蟹薬師として知られる願興寺の門前町として

下街道の発達や明治以降中央線の開通により
宿場町としては衰退したが、旧制中学、裁判所
が設けられるなど東濃文化の中心は続いてきた。

栄えたところである。

願興寺
興仁6年(815)最澄が布教のため東国へ下向の
さい当地で疫病に悩む人が多かった。それを哀
れみ桜の枯木を切って薬師如来を彫らせ施薬院
として布施屋を建て安置した、寺院はたびたび焼失
現在の本堂は天正9年(1581)再建。
国重要文化財の本堂、本尊薬師如来をはじめ両脇
侍像など24躯の国宝を安置する古刹である。

臨済宗妙心派大智山

「臥竜」となずけた石庭がある。

愚渓寺

平安時代に美濃守であった
行平卿の徳を偲んで建てられた

伏見宿
立宿したのは御嵩宿より９０年以上後の元禄7年(1694)
といわれている。町並みは5町16間余り。
中山道は土田から犬山経由と土田から木曽川を渡って
大田宿経由が混用されていたが木曽川の渡河地点が

上流に移るに従い土田宿の機能が薄れ助郷が伏見宿に
移った（元禄7年頃）,寛延3年(1750),嘉永元年(1848)

この池から5,5ｃｍ程の金の薬師如来が数千匹の
蟹の背に乗って現われたという。一条天皇にも

尼ヶ池

本陣野呂家明治に取り壊される
本陣母屋→郷土館
塀、土蔵が残る→居宅

鎌倉時代初期鬼岩の巌窟に住み悪行を
重ねていた関の太郎が捕らえられ 首が京に
運ばれる途中桶から転げ落ち動かなく
なったのでこの地に埋め塚を建てたという。

鬼の首塚

室町後期の武将斎藤妙椿
の築いた平城

本陣は向かい側
岡田与治右衛門が勤める

斎藤正義の愛妾が尼になって
住んだ庵だと言われている

珍獣ラクダ
文政7年8月(1811)江戸に向かっていた
ラクダ興行の内数人が病気になり伏見宿
松尾八三郎方(松屋）に身を寄せた。
連れている珍獣ラクダのうわさが近隣に
広がり賑わいを見せたという。

千本格子のある家
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宿で働いた飯盛女の
供養として建てたとか

（御嵩宿より1里8町）

御嵩口

正暦4年(993)一条天皇の皇女が都を追われ
東国行脚の途中この地に至り伝教大師の
開いた布施屋に身を置き行智尼を名乗って
薬師如来を朝夕礼拝していました すると

伝わり天皇の命により願興寺が出来たという。

応永3年(1432)高僧義天玄承禅師が先師
の足跡たどり鈴ｶﾞ洞の地に愚渓庵を開創
した事にはじまる。
永正年中（(1504-21)初頭に愚渓寺となる
京都竜安寺の石庭のモデルといわれる

在原行平卿碑

火災に遭う。
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